
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年１２月発行 

№１５８ 

三川少年少女 

発明クラブ事務局 

 12月 7日と 14日の活動はロボット制作です。今年は「リザードロイドボル

ケーノ」という真っ赤なエリマキトカゲのロボットに挑戦しました。説明書を見

ながら手順通りに組み立てていきますが、細かい部品やネジがたくさんある

第 21回山形県 

未来の科学の夢絵画

展 <優秀賞> 
「自動種まきお花ロボ」 

菅原 楓さん(押切小 4年) 

<優良賞> 
「All Automatic Laundry System」 

前田 春陽くん(横山小 6年) 
 

「安心安全ドーム」      「地震吸収プレート」  
矢作 心葉さん(東郷小 6年)  金内 塡樹くん(押切小 5年) 

 

「バイキン殺菌ドローン」  
菅原 千晴くん(押切小 5年) 

ので、集中力を高めて

一つ一つていねいに。 

 分からないところは

教え合いながらも夢中

になって組み立てて、

2回の活動日で完成す

ることができました。

ものづくりが得意なク

ラブ員たちです。 

 



  
 

 

 

    
 

 

 

    
 

 

 

    
 

 

 

   

「食べ物 Pocket」 

中村 あさひ（東郷小６年） 

科学技術の発達により、楽しく生活している未来の世界

を自由にのびのび描きました。近い将来、実現できそう

な夢のある作品が次々に生まれています。 

「『みんなが笑顔』のＳＮＳ」 

五十嵐 菜月（東郷小６年） 

「なんでも治せる薬」 

小泉 峻一（押切小６年） 

「安心安全ドーム」 

矢作 心葉（東郷小６年） 

「All Automatic  

Laundry System」 

前田 春陽（横山小６年） 

「海のゴミ拾いマシーン」 

藤野 航大（東郷小６年） 

「グルメヘルメット」 

荒尾 直哉（横山小５年） 

「地震吸収プレート」 

金内 塡樹（押切小５年） 

「手がのびる果物」 

土田 悠馬（東郷小５年） 

「失った体が復現する薬」 

中村 麻亜紗（東郷小５年） 

「宇宙の町」 

布川 結晟（押切小５年） 

「自然災害に負けない 

      米の品種改良」 

本間 奏丞（押切小５年） 

「どこでも授業ができる学校」 

松澤 ますみ（横山小５年） 

「音で発電」 

渡部 優芳（押切小５年） 

「バイキン殺菌ドローン」 

菅原 千晴（押切小５年） 

「自動種まきお花ロボ」 

菅原 楓（押切小４年） 

「おとし物発見機」 

菅原 悠成（押切小４年） 

「過去のことを 

     自動で見れる本」 

渡部 いちか（押切小４年） 


